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☎０２９－８８５－００１０

消防団員募集中！消防団員募集中！消防団員募集中！

～広島平和記念式典に参列～～広島平和記念式典に参列～

核兵器なき世界の実現に向けて核兵器なき世界の実現に向けて
語り継ごう　平和の尊さを語り継ごう　平和の尊さを

　　　　　　　　広島に原爆が投下されてから８１年。あの日と同じ快晴の空が広島の街に広がっておりま
　　　　　　　　した。１９４５年８月６日午前８時１５分、何気ないいつもの光景が一瞬にして地獄へと変貌
　　　　　　　　しました。世界ではいまも争いが続いています。広島市長の平和宣言にあった「世界の
　　　　　　　　為政者の皆さん、いつまで失望させ続けるのですか」という問いかけに、平和を願う思
　　　　　　　　いが届かないもどかしさを感じました。いつも通りの日常がどれ程幸せなことであるか、
　　　　　　　　平和とは何なのか、今回の広島派遣を通ししっかりと次世代に伝えていくことが我々に
　　　　　　　　は重要だと思います。そして全国から集まったたくさんの子どもたちにも、その思いを
後世に繋いでいって欲しいと思います。原爆死没者慰霊碑には「安らかに眠って下さい　過ちは繰返しま
せぬから」と刻まれております。恨みや憎しみではなく思いやりの心を持ち、未来へと歩んでいきたいと
思います。いつか「平和の灯」が消えることを願って。

美浦村ＰＴＡ連絡協議会会長　坂部　正樹

１

２

３

５

４

原爆ドームの見学
平和記念式典への参列
原爆の子の像の見学
千羽鶴の奉納
広島平和記念資料館の見学

１

３
４
５

２

※「平和の灯（ともしび）」…平和記念資料館から原爆死没者慰霊碑、原爆ドームを結ぶ一直線上にある碑。
　台座に灯る火は、１９６４年８月１日に点火されて以来燃え続けており、「核兵器が地球上から姿を消す日ま
　で燃やし続けよう」という反核悲願の象徴となっています。

広島・長崎に原爆が投下されて８１年。
広島平和記念公園には様々な年齢・国籍の方々が訪れ、平和への祈りを捧げました。
被爆者の方たちの高齢化により、戦争体験者の生の声を聴く機会は、今後ますます少なくなっていくことで
しょう。これからは戦争を知らない世代が学び、考え、次の世代に語り継いでいかなければなりません。
美浦村では、昭和６３年に「非核平和美浦村宣言」を行い、戦争の悲惨さと平和の尊さを次代へ語り継ぐための
活動を続けています。今年もその一環として、小学生親子３組と非核平和美浦村宣言推進協議会代表などの
計９名が、小学校の児童たちが平和への願いを込めて折った千羽鶴を奉納するとともに、広島市の原爆死没
者慰霊式並びに平和祈念式（平和記念式典）に参列しました。　
ここでは、参加者が広島派遣を通して感じた、平和への思いをご紹介します。　　　　　　　　　《敬称略》

非核平和美浦村宣言推進協議会　広島平和記念式典派遣事業
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～体験＆縄文の森コンサート～～体験＆縄文の森コンサート～

非核平和美浦村宣言推進協議会　広島平和記念式典派遣事業

　　　　　　　 広島への原爆投下から８１年が経
　　　　　　　　過した現在も、未だ核兵器保有
　　　　　　　　国があり、原爆は過去ではなく、
　　　　　　　　今なお続く脅威であると痛感し
　　　　　　　　ました。原爆ドームの圧倒的な
　　　　　　　　存在感に言葉を失い、惨禍の現
　　　　　　　　実を重く受け止めました。広島
平和記念資料館で見た被爆者の衣服や遺品は、暮
らしていた人の日常が一瞬で奪われた現実が生々
しく迫り、自分事として苦しくなりました。特に、
全国こども平和サミットでの被爆体験講話は印象
的で、今までの知識をはるかに超える悲惨さに、
記憶の継承と平和の尊さを伝承していく決意を新
たにした、意義深い３日間となりました。

保護者　池田　綾子

　　　　　　　　私は広島に行って、初めて目の
　　　　　　　　当たりにしたものがたくさんあ
　　　　　　　　りました。平和記念式典では、
　　　　　　　　国内外から多くの人々が集まり、
　　　　　　　　平和への願いを捧げていました。
　　　　　　　　広島平和記念資料館では、自分
　　　　　　　　と同じくらいの年齢の人たちの
当時の思いが展示されていて、見ているだけで心
が苦しかったです。全国こども平和サミットでは、
被爆体験者が、思い出すのも辛い中で当時のこと
をたくさん語ってくれました。広島の街は、８１年
前に原爆が落とされたとは思えないほどきれいで
した。先人の方々の復興と平和の願いをこれから
もつないでいきたいです。

美浦小学校６年　田山　ひかり
　　　　　　　 原子爆弾の投下から８１年。一番
　　　　　　　　怖いのは知らないということ。
　　　　　　　　私たちは、恐ろしい事実から目
　　　　　　　　を逸らさずに歴史を学び、今こ
　　　　　　　　うして平和に暮らせているのは、
　　　　　　　　多くの犠牲のうえに築かれたも
　　　　　　　　のだということを改めて認識す
ることとなりました。全国こども平和サミットで
被爆体験証言者の河野キヨ美さんが、最後に子ど
もたちへ向けた言葉がとても心に残っています。
「どうか元気で大きくなってください」それすら叶
わず悲惨な目に遭った方々の分まで、この言葉の
重みをしっかりと受け止め、子どもたちに伝えて
いかなければならないと強く思います。

保護者　田山　沙央里

　　　　　　　　平和とは何かを改めて見つめ直
　　　　　　　　す、貴重な時間となりました。
　　　　　　　 ８１年前、たった一発の原子爆弾
　　　　　　　　が多くの尊い命を奪い、今なお
　　　　　　　　苦しんでいる人々がいます。こ
　　　　　　　　れまでは遠い世界の出来事のよ
　　　　　　　　うに感じていましたが、実際に
目を覆いたくなるような現実を目の当たりにし、
胸が締めつけられる思いでした。子どもたちは被
爆体験者の声を直接聞くことができる最後の世代
です。この痛ましい歴史を心に刻み、「二度と戦争
を繰り返してはいけない」という強い信念を持っ
てほしいと思います。そして、その思いを次の世
代へと語り継いでいってほしいです。

保護者　林　由理

　　　　　　　　僕は広島で、８１年前に起きた事
　　　　　　　　実を学び、核兵器の恐ろしさを
　　　　　　　　痛感しました。目の前で見た原
　　　　　　　　爆ドームは、写真では伝わらな
　　　　　　　　い迫力で、戦争の悲惨な状況を
　　　　　　　　想像しました。広島平和記念資
　　　　　　　　料館で見た、亡くなった人の衣
服や当時を描いた絵は、忘れることができません。
原爆によって、その日のうちに何万人もの命が奪
われたことを知り、戦争は二度と起こしてはいけ
ないと思いました。式典でのこども代表の「平和
への誓い」は、一つ一つの言葉に重みを感じ、胸
に響きました。僕は、これからの平和を願い、多
くの人に原爆の事実を伝えていこうと思います。

美浦小学校６年　池田　結晟

　　　　　　　　一発の原子爆弾によって、広島
　　　　　　　　は壊された。原爆ドームを実際
　　　　　　　　に見て、当時の資料に触れてそ
　　　　　　　　れが現実だったのだと感じるこ
　　　　　　　　とができた。やりたいことや将
　　　　　　　　来の夢など、そんないろいろな
　　　　　　　　思いがたった一発の爆弾で消え
ていってしまった。そんなことがあってはならな
い。被爆体験者の高齢化により、平和を訴える声
は小さくなってしまっているのかもしれない。今
も戦争や紛争は絶えず、悲しいニュースが毎日流
れている。唯一の核被爆国として、もっと平和を
訴えていこう。私たちの次の世代にも語り、伝え
ていこう。いつか「平和の灯」が消えるその日まで。

美浦小学校６年　林　蒼彩

爆心地爆心地全国こども平和サミット全国こども平和サミット 平和の鐘平和の鐘 原爆ドーム原爆ドーム
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むらのの話題■総務課・広報広聴係
　☎０２９－８８５－０３４０（内）２０５
■総務課・広報広聴係
　☎０２９－８８５－０３４０（内）２０５

いっぱい運動コンクール開催いっぱい運動コンクール開催いっぱい運動コンクール開催花 地域を花で華やかに

コンクール結果（順不同）
・村長賞　土屋和楽会
・議長賞　上舟子アモーレクラブ
・教育長賞　信太みどりの会
・区長会長賞　下舟子さくら会
・厚生文教委員長賞 美浦村商工会女性部
・教育部長賞　大須賀津神明クラブ
・生涯学習課長賞　山内老人クラブ

　７月１６日、中央公民館にて、第２７回美浦村花いっぱい運動コンクールの表彰式がおこなわれました。
今年は老人クラブや地区等、７団体の参加がありました。
　各団体が丹精込めてつくった花壇は、どれも甲乙つけがたい素晴らしい出来栄えで、厳正な審査のも
と各賞が決定しました。

刈りボランティア実施刈りボランティア実施刈りボランティア実施草 猛暑に見舞われる中での奉仕活動

　７月２４日、美浦村建設業協会（栗山秀樹会長）
が、村役場庁舎脇の国道１２５号バイパス陸橋付
近の草刈りを実施しました。
　猛暑に見舞われる中、同協会に所属している
事業者から１３社総勢３１名の方が参加され、バイ
パス進入路脇の急斜面や陸橋付近の擁護壁の生
垣等、除草作業が難しい場所の雑草をきれいに
刈り取ってくださいました。終始厳しい暑さの
中での作業、大変お疲れ様でした。

核平和パネル展開催核平和パネル展開催核平和パネル展開催非 核兵器のない平和な世界への願い

　８月１日から１４日、中央公民館にて、「非核平
和美浦村宣言推進協議会（事務局：役場総務課）」
と「美浦の女性活動を未来に繋ぐ会・結」合同の
非核平和パネル展が開催されました。
　このパネル展は、村が昭和６３年に「非核平和
美浦村宣言」をして以来、継続して実施されて
いるもので、戦争当時の体験談を綴ったパネル
等、約７０点が展示され、平和の尊さを改めて見
つめ直す機会となりました。
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み　
　
　

高
橋
一
歩

酷
暑
熊
本
恐
怖
の
地
震
水
や
電
気
の
救
援
隊　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
草
実

む
し
た
夕
暮
打
ち
水
涼
し
門
の
夕
顔
白
さ
増
す　
　
　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

夏
は
雪
解
け
野
山
を
め
ぐ
り
田
畑
う
る
お
す
水
の
旅　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

打
て
ば
響
く
よ
俚
謡
の
同
志
学
ぶ
仲
間
と
幸
の
時
間　
　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

続
く
猛
暑
に
懐
痛
む
嵩
む
水
道
電
気
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
尾
青
蓮

日
焼
け
球
児
が
最
後
の
夏
を
打
っ
て
走
っ
て
夢
を
追
う　
　
　
　

山
岡
亜
子

不
意
の
災
害
断
た
れ
た
水
を
運
ぶ
酷
暑
の
自
衛
隊　
　
　
　
　
　

山
崎
笑
子

打
っ
て
走
っ
て
霞
高
ナ
イ
ン
ま
ず
は
一
勝
甲
子
園　
　
　
　
　
　

山
﨑
泰
弘

日
の
本
の
成
り
た
ち
思
う
地
震
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
紀
行

幟
立
つ
鰻
受
難
は
土
用
の
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

そ
よ
そ
よ
と
風
に
た
な
び
く
青
田
波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
宮
和
子

夏
の
暮
花
に
水
か
け
一
時
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
柳
幸
子

震
災
地
酷
暑
続
き
の
車
中
泊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

十
薬
を
一
輪
挿
し
て
昼
静
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

気
温
下
げ
街
を
洗
い
て
大
夕
立　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田
敏
笑

湖
に
虹
の
か
け
橋
翁
逝
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
尾
尚
子

炎
天
下
縄
文
土
器
で
塩
づ
く
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
統
子

久
々
の
友
と
語
ら
ふ
か
き
氷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
崎
典
子

稲
の
花
さ
わ
さ
わ
さ
わ
と
私
語
き
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
美
代
子

か
さ

か

ほ

む
ご

と

き

の
ぼ
り

ゆ

だ
ち

お
き
な
ゆ

さ
さ

や

う
た

　

７
月
１８
日（
土
）に
、
美
浦
村
中

央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
て
、
美
浦

村
男
女
共
同
参
画
「
共
に
輝
く
み

ほ
の
会
」
主
催
の
平
和
学
習
映
画

『
ぼ
く
は
風
船
爆
弾
』の
上
映
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
約

２
５
０
名（
う
ち
子
ど
も
約
５０
名
）

に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
盛
況
の
う

ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
を
は

じ
め
、
開
催
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ

た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

戦
争
終
結
か
ら
８１
年
が
過
ぎ
、

戦
争
を
体
験
さ
れ
た
方
か
ら
直
接

お
話
を
聞
く
機
会
は
徐
々
に
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
上
映
会
は
、
時
間
の
経

過
と
と
も
に
薄
れ
て
い
く
戦
争
の

記
憶
を
、「
風
船
爆
弾
」
を
題
材
と

し
た
作
品
を
通
し
て
改
め
て
知
り
、

戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
き

っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
も
最

後
ま
で
真
剣
な
様
子
で
映
画
を
鑑

賞
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
を
通
し
て
、
知
ら
な

か
っ
た
戦
争
の
歴
史
に
触
れ
、
平

和
の
大
切
さ
を
考
え
る
機
会
を
提

供
で
き
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

一
本
の
映
画
だ
け
で
戦
争
の
す

べ
て
を
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
映
画
を
観
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
家
庭
や
学
校
、
地

域
で
感
じ
た
こ
と
を
語
り
合
う
こ

と
が
、
戦
争
の
記
憶
を
次
の
世
代

へ
つ
な
ぐ
第
一
歩
に
な
る
と
考
え

ま
す
。

　

今
回
の
上
映
会
が
、
改
め
て
平

和
に
つ
い
て
考
え
、
そ
の
思
い
を

未
来
へ
つ
な
ぐ
き
っ
か
け
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
上
映
会

の
収
益
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
美

浦
村
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
子
ど

も
た
ち
の
平
和
学
習
の
た
め
に
寄

付
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
、
こ

こ
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
上
映
会

の
収
益
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
美

浦
村
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
子
ど

も
た
ち
の
平
和
学
習
の
た
め
に
寄

付
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
、
こ

こ
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

戦
争
の
記
憶
を

　

次
の
世
代
へ
つ
な
ぐ
第
一
歩

森
零

問合せ　企画財政課
☎０２９－８８５－０３４０（内）２０９

問合せ　企画財政課
☎０２９－８８５－０３４０（内）２０９

美浦村男女共同参画美浦村男女共同参画
～共に輝くみほの会～～共に輝くみほの会～

男男男男女女女女女男男男男女女女女女 ももにににがががととともももにににににががとと ににににににににがががとととももも

輝輝輝輝輝輝くたためめめにににくたためめめににに

男女がともに
　 輝くために
男女がともに
輝くために

美
浦
村
男
女
共
同
参
画

～

共

に
輝
く
み
ほ
の
会

～

で
は
、

活
動
を
共
に
で
き
る
会
員
を

男
女
問
わ
ず
募
集
し
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
声

か
け
く
だ
さ
い
。

　

■
問
合
せ　

企
画
財
政
課

美
浦
村
男
女
共
同
参
画

～

共

に
輝
く
み
ほ
の
会

～

で
は
、

活
動
を
共
に
で
き
る
会
員
を

男
女
問
わ
ず
募
集
し
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
声

か
け
く
だ
さ
い
。

　

■
問
合
せ

企
画
財
政
課

私
た
ち
と
一
緒
に

　

活
動
し
ま
せ
ん
か
？

私
た
ち
と
一
緒
に

　

活
動
し
ま
せ
ん
か
？

多くの皆さまにご来場いただきました多くの皆さまにご来場いただきました

も
り

り
ん
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１０月から始まる「みほ文化講座」受講生を募集します。詳細は９月１日（火）の新聞
折込チラシ、または村ホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

令和８年度 みほ文化講座案内（後期）

●申込期間　９月２日（水）～１２日（土）午前９時～午後５時※月曜・祝日休館
●申込方法　申込書（中央公民館に配置）に必要事項を記入のうえ、公民館窓口へご提出ください。

※電話による申込はできません。
※未成年の方は保護者の同意が必要となります。申込書に保護者の方の署名をお願いします。

●受 講 料　初回開講日に徴収（講座によっては別途材料費等自己負担あり）
※開講後は、受講料の返金はいたしません。

●問 合 せ 生涯学習課（中央公民館内）☎０２９－８８５－４４５１（月曜・祝日は休館日）
※新規講座：村内居住者を優先に先着順とし、募集期間内に定員に達した場合は締切りとなります。
※既存講座：募集人数に達した場合は抽選となり、「①初めて申込をした村内居住者、②①以外の村内

居住者、③村内に勤務する村外居住者、④村外居住者」の順に優先されます。
※受講希望者が５人に満たない講座は開講しません。
※内容については全て予定ですので、予告なく変更する場合があります。 
※受講中のお子さんの預かりを希望する場合は、申込時に窓口にお伝えください。

受講対象 初心者の方
※講座により年齢制限あり

講座名 会場
（中央公民館）

いつまでも自分の足で歩こう！
ＢＣチェア
心と身体が軽くなる
「自分開花ヨガ」

日本舞踊

社交ダンス

ダンスフィットネス
韓国発「ＦＩＴ　ＨＯＰ」
シャキッと美姿勢
バレエストレッチ＆ピラティス

心と身体をつなぐ「ダンス」

プレゼントにぴったり
お手軽ケーキ・手ごねパン

韓国語入門

タティングレース
はじめのいっぽ

パステル

木の子毛筆硬筆初級

やさしい英語教室

初めてのウクレレ

古典に親しもう

生命のしくみ・宇宙のしくみ

簡単に作れる韓国料理

【美浦ゼミ】
鹿島海軍航空隊及び周辺について
【美浦ゼミ】
初めてのツリーペイント

和室

大ホール

学習室

和室

大ホール

研修室

創作室

学習室

視聴覚室

調理室

調理室

学習室

学習室

学習室

学習室

研修室

創作室

和室

大ホール

曜日／時間 開講日 回数 人数 受講料

２，０００円１０回１０月２５日（日）日／１０：３０～１２：００

２，０００円１５名１０回１１月１９日（木）木／１０：００～１２：００

２，０００円１５名１０回１０月１６日（金）金／１３：００～１４：００

２，０００円１２名１０回１１月１１日（水）水／１０：３０～１２：００

２，０００円１５名１０回１１月２２日（日）日／１０：００～１０：５０

１，０００円９名２回１月１７日（日）日／１０：００～１１：３０

２，０００円２０名６回１０月２５日（日）日／１０：００～１２：００

２，５００円１５名１２回１０月１４日（水）水／１８：００～２０：００

２，０００円１５名１０回１０月１７日（土）土／１０：００～１２：００

１，０００円８名４回１１月６日（金）金／１０：００～１２：００

１，０００円１２名５回１１月１２日（木）木／１０：３０～１２：００

２，０００円１５名１０回１１月１０日（火）火／１０：３０～１２：００

２，０００円１５名１０回１１月８日（日）日／１０：００～１１：３０

２，０００円１０回１０月１６日（金）金／１０：３０～１２：００

１，０００円１５名２回１１月２１日（土）土／１０：００～１２：００

３回１１月７日（土）土／９：３０～１１：００ 無料２０名

１回１１月７日（土）土／９：３０～１２：００ 無料８名

２，０００円１５名１０回１１月５日（木）木／１３：００～１４：００

２，０００円１５名１０回１１月２０日（金）金／１０：３０～１１：３０

１５名

１０名

令和９年

▲「みほ文化講座」「美
浦ゼミ」の後期受
講生を募集します
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■問合せ　美浦村地域包括支援センター（福祉介護課内）☎０２９－８８５－０３４０（内）１３５

認知症とは、様々な原因で脳に障害が生じ、記憶・判断力などの低下により日常生活や社会生活に支障
が出ている状態（おおよそ６か月以上継続）をいいます。高齢になれば誰でも認知症になる可能性があ
ります。正しく理解し、早く気付いて対応することで、症状を軽減できたり、進行を緩やかにすること
ができます。

こんな変化ありませんか？

地域で見守りましょう

」です９月は「茨城県認知症を知る月間」です９月は「茨城県認知症を知る月間」です

穏やかに声をかけ、相手の言葉にゆっくり耳を傾けて何をしたいのか確認しましょう。
気がかりな言動がある場合は警察に連絡しましょう。

道に迷っている？

日常的なあいさつやちょっとした会話、困っている様子を見たらひと声かけるなど、日ごろのつな
がりが安心感につながります。

日頃からのコミュニケーションを大切に

事前登録した番号の入ったシールを服や靴に貼っておくことで、
行方不明になり警察などに保護された際、登録番号から迅速に本
人を特定し、家族に連絡することができます。登録を希望される
方は美浦村地域包括支援センターまでお問合せください。

「おかえりマーク」を配布しています

下着を替えず身だしなみを怠る。
興味・関心がなくなる。

ささいなことで怒ったり、
不安をいだくようになった。

記　憶記　憶

実　行実　行 不　安不　安

意　欲意　欲

料理や片付けができなくなってきた。
慣れた道具の使い方がわからなくなった。

同じことを何度も話す。
同じものを何度も買ってくる。

。

<おかえりマーク>

。
った。

◆開催日　９月２５日（金）、１０月２３日（金）、１１月２７日（金）、１２月２５日（金）、
　　　　　令和９年１月２２日（金）、２月２６日（金）、３月２６日（金）
◆時　間 午後１時３０分～３時（受付／午後１時～）
◆会　場 美浦村老人福祉センター（木原１５０－２）
◆参加費 無料
◆申込先　美浦村社会福祉協議会☎０２９－８８５－００３８

オレンジカフェに来てみませんか？オレンジカフェに来てみませんか？

オレンジカフェ（認知症カフェ）は認知症の人やその家族、地域の人など誰もが気軽に集える場所で
す。参加者の体験談から学べたり、息抜きができたり、医療・福祉の専門職への相談もできます。

開催日の１週間前までに
お申し込みください
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ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
防
災
情
報　
８７

９
月
は
防
災
月
間

お知らせ
公共機関等の電話番号はお知らせの
最終ページに掲載しています。 施設利用にあたっては、教育・保育の必要に応じた「支給認定」を受ける必要があります。

対象となるためには、事前に手続きが必要な場合があります。

《認定区分》
１号…お子さんが満３歳以上で、認定こども園・幼稚園での教育を希望する場合
２号…お子さんが満３歳以上で、保護者が「保育を必要とする事由※」に該当し、保育を希望する場合
３号…お子さんが満３歳未満で、保護者が「保育を必要とする事由※」に該当し、保育を希望する場合

□就労（入所に必要な時間等があります。村ホームページをご確認ください。）
□妊娠・出産　　□保護者の疾病・障がい　　□災害復旧　　□求職活動　　□就学
□同居または長期入院している親族の介護・看護　　□虐待やＤＶの恐れがあること

※保育を必要とする事由

※新制度に移行していない幼稚園もあります。その園を利用する場合は認定を受ける必要はありません。
※美浦村の申請書は「支給認定」と「施設利用申込」を兼ねています。

園の属する市町村の申込期限１０日前までに申請が必要です。

▲

美浦幼稚園、大谷保育所・木原保育所を利用したい方 ➡ 次ページをご覧ください。▲

認定こども園・私立幼稚園を利用したい方 ➡ 施設に直接申請してください。▲

仕事の都合などで村外の保育園等を利用したい方 ➡ 事前に子育て支援課へお問合せください。

▲

美浦幼稚園、大谷保育所・木原保育所を利用したい方 ➡ 次ページをご覧ください。▲

認定こども園・私立幼稚園を利用したい方 ➡ 施設に直接申請してください。▲

仕事の都合などで村外の保育園等を利用したい方 ➡ 事前に子育て支援課へお問合せください。

《無償化の対象》
◎３～５歳児
◎住民税非課税世帯の０～２歳児
＊「３～５歳児」とは、満３歳になった日以降の４月１日から小学校入学前までの３年間です。幼稚園につい
　ては、入園できる時期に合わせて満３歳から無償化されます。

施設種別 ３～５歳児 住民税非課税世帯の０～２歳児 手続き
新制度に移行している（１号認定）※１
新制度に移行していない※１

保育の必要性の認定を受けた
子どもの預かり保育

無料
月額２５，７００円を上限に給付
月額１１，３００円を上限に給付
＊住民税非課税世帯の満３歳
　児のみ月額１６，３００円

保育所等（２・３号認定）

保育所等を利用しておらず保育の必要性の認
定を受けた子どもの認可外保育施設、一時預
かり事業（幼稚園型以外）、病児・病後児保育
事業、ファミリー・サポート・センター事業

無料

月額３７，０００円を上限に給付

幼
稚
園
等

月額４２，０００円を上限に給付

無料

ー

ー
ー

要※３

不要

要※２

要※２
不要

※１　子ども・子育て支援新制度の移行については各園にお問い合わせください。
※２　園を通じて申請書を配布
※３　役場にて認定手続き（申請書は子育て支援課にあります）。

幼稚園 入園・入所案内保育所
令和９年度令和９年度

■問合せ　子育て支援課☎０２９－８８５－０３４０（内）２３２

支給認定について

幼児教育・保育の無償化について
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■開室時間　午前９時～午後５時（第２・第４水曜日のみ午後７時まで延長・閲覧室は午後５時まで）■開室時間　午前９時～午後５時（第２・第４水曜日のみ午後７時まで延長・閲覧室は午後５時まで）

子育て支援センターと共通のよみきかせ
スタンプカードがあります。
３回参加するとプレゼントがもらえます。
昨年度のスタンプカードも引き続きご利
用いただけます。

図書室カレンダー

休

休

休

休

休

休

１０月

延長

延長 お話し会

休

休

休

休 休 休休

休

９月

延長

お話し会

図書室のお休みのお知らせ

「個性を大切にし、たくましく生きる幼児の育成」を教育目標としていま
す。一人ひとりを大切にし、社会力や基本的な生活習慣の定着を図りな
がら「明るく元気に活動できる子ども・思いやりがあり、友達と仲良く
できる子ども・自分で考え、行動できる子ども」の育成を目指します。
※受付期間中の午前１０時～正午は、園の様子を見学することができます。
　見学ご希望の方は、電話でご予約されてからお越しください。
連絡先 ▼美浦幼稚園☎０２９－８８５－４３３４（午前８時３０分～午後４時３０分）

美浦幼稚園で随時配布している入園申請書に必要事項をご記入のうえ、受付期間内に美浦幼稚園へ直
接提出してください。郵送による申し込みは受け付けできません。
※「３歳児」対象世帯には９月中旬に入園案内と入園申請書を送付します。
◇受付期間 １０月１日（木）～９日（金）午前８時３０分～午後４時３０分※土・日を除く。
◇入園の決定方法

▼３歳児　申し込みが定員を超えた場合は抽選を行います。抽選を行う場合の日時や抽選方法につい
　　　　ては、美浦幼稚園から後日お知らせします。

▼４・５歳児　定員になり次第受け付けを締め切ります。
※申し込みが定員に満たない場合は受付期間終了後も随時申請を受け付けていますので、美浦幼稚園
へお問い合せください。

《対　　象》村内在住で入園を希望する幼児
《定　　員》 ▼３歳児（令和５年４月２日～令和６年４月１日生まれ）…定員６０名
　　　　　　 ▼４歳児（令和４年４月２日～令和５年４月１日生まれ）…定員７０名
　　　　　　 ▼５歳児（令和３年４月２日～令和４年４月１日生まれ）…定員７０名
《保育日数》約２００日（休日…土・日曜日、祝日、夏季・冬季・春季休業日）
　　　　　　※長期休業日は預かり保育あり(希望者のみ)
《給　　食》水・木・金曜日給食（月・火曜日は弁当持参、６・７・９月は完全給食）

申込方法

７：３０～ 預かり保育
　（希望者のみ実施）
８：３０～ 登園、保育
１２：００～ 昼食
１４：００ 降園
１８：００まで預かり保育

（希望者のみ実施）

《１日のスケジュール》

〔令和８年８月現在〕美 浦 幼 稚 園

「思いやりのあるやさしい子・元気よく遊べる子・頑張り強い子」を保育
目標とし、素直でのびのびとした感性、溢れる意欲と体力、仲間を思い
やる心を育てながら、基本的な生活習慣を身に付け、子どもが望ましい
未来をつくり出す力の基礎を培う保育を年齢別に総合的に目指します。

《対　　象》就学前の乳幼児（入所日に生後６カ月を迎えていること）
《定　　員》大谷保育所…１２０名　木原保育所…８０名
《保育日数》約２９０日（休日…日曜日、祝日、年末年始）
《給　　食》 ▼３歳児以上…副食のみ（主食は持参）、おやつ
　　　　　　 ▼３歳児未満…完全給食

１０月１日（木）より申込書類を配布します。必要事項をご記入のうえ、受付期間内に提出してください。
◇申込書類配布・申込受付
・子育て支援課（役場２階）☎０２９－８８５－０３４０（内）２３２
◇受付期間 １１月２日（月）～１３日（金）午前８時３０分～午後５時
◇入所の決定方法　保護者の「保育を必要とする事由」や世帯の状況に応じて、保育の必要度を点数化
し、点数の高い順から入所を決定します。※受付期間終了後も随時申請を受け付けます。

申込方法

７：３０～ 早朝保育
８：３０～ 登所、保育
１１：３０～ 昼食
１３：００～ 昼寝
１５：００～ おやつ
１６：００ 降所
１８：３０まで夕方保育
※土曜日の利用につい
　てはご相談ください

《１日のスケジュール》

〔令和８年８月現在〕大谷保育所・木原保育所
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子育てひろばのご案内子育てひろばのご案内

休

休

休

休

休

休

休

休

休

※家族の人数分を最低でも３日分、できれば１週間分を目安に準備しましょう。

いつ起こるかわからない災害に備えるために、在宅での避難も含めて「どこに避難するか」「何をどれ
くらい備蓄しているか」など、家族で確認をしてみましょう。

都
設
市

建■問合せ　都市建設課☎０２９－８８５－０３４０■問合せ　都市建設課☎０２９－８８５－０３４０

耐震診断、住宅リフォーム
費用の一部を補助します
耐震診断、住宅リフォーム
費用の一部を補助します

令和６年能登半島地震では多くの木造住宅が被害を受けました。
特に１９８１（昭和５６）年５月以前に建設した木造住宅は、地震により倒壊する危険性が高く
なります。大切な命と住まいを守るため、耐震化を図りましょう。

地域経済の振興を目的として、美浦村にお住まいの方が村内の施工業者により住宅リフォーム工事を行う場
合、その費用の一部を補助しています。
必ず工事の着工前に都市建設課に申請してください。すでに工事を着工した後の申請は対象となりません。

地域経済の振興を目的として、美浦村にお住まいの方が村内の施工業者により住宅リフォーム工事を行う場
合、その費用の一部を補助しています。
必ず工事の着工前に都市建設課に申請してください。すでに工事を着工した後の申請は対象となりません。

■対 象 者　村内に自己が所有する個人住宅・併用住宅に継続して３年以上住民登録
をしている方で、その居住する住宅に以下の対象工事を村内の施工業者
により行う方。
※村で実施している他の補助制度を利用された方を除く。

■対 象 者 村内に自己が所有する個人住宅・併用住宅に継続して３年以上住民登録
をしている方で、その居住する住宅に以下の対象工事を村内の施工業者
により行う方。
※村で実施している他の補助制度を利用された方を除く。

■申 込 期 限　１１月３０日（月）
※予算額に到達した時点で期限内でも終了となります。

■申 込 期 限 １１月３０日（月）
※予算額に到達した時点で期限内でも終了となります。

■対 象 工 事　村内施行業者による工事費が１０万円以上（消費税別）の修繕、増改築、
模様替え、その他住宅の機能の維持・向上のために行う補修・改良工事

■対 象 工 事 村内施行業者による工事費が１０万円以上（消費税別）の修繕、増改築、
模様替え、その他住宅の機能の維持・向上のために行う補修・改良工事

■対象外工事　・交付決定前に着工した工事
・１２月３１日までに完了しない工事
・車庫、塀工事、既存床面積の２分の１を超える増改築工事
・機器類や建具のみの設置・交換工事
・ソーラーパネルの新設・交換工事、自然災害による被害の復旧工事、等

■対象外工事 ・交付決定前に着工した工事
・１２月３１日までに完了しない工事
・車庫、塀工事、既存床面積の２分の１を超える増改築工事
・機器類や建具のみの設置・交換工事
・ソーラーパネルの新設・交換工事、自然災害による被害の復旧工事、等

■補 助 額　対象の工事費（消費税別）の１０％（千円未満切捨て）※上限額１０万円■補 助 額 対象の工事費（消費税別）の１０％（千円未満切捨て）※上限額１０万円

住宅リフォーム費用の一部を補助します

▲木造住宅耐震改
修設計・工事補
助（美浦村ＨＰ）

申請は必ず
着工前に！

■申 込 期 限 １１月３０日（月）
※予算額に到達した時点で期限内でも終了となります。

■申 込 方 法 「木造住宅耐震診断士派遣申請書」に記入のうえ、添付書類を添えて都市
建設課まで提出してください。申請書は都市建設課窓口、または村ホー
ムページからダウンロードしてください。

木造住宅の耐震性能の確認や耐震化の意識の啓発を図ることを目的として、木造住宅の耐震診断を希望され
る所有者等に、専門の知識を持つ｢耐震診断士｣を派遣します。

■対象の住宅 次の全ての要件を満たす住宅
①美浦村にある昭和５６年５月３１日以前に着工された木造の一戸建て住宅
※店舗等の用途を兼ねるものは、住宅部分の床面積が過半を超えるもの
②在来工法および枠組壁工法によって建築されたもの
③延べ床面積が３０平方メートル以上のもの
④他機関の同様の補助制度による補助を受けていないこと
⑤所有者が村税等に滞納がないこと

「耐震診断」耐震診断士を無料で派遣します

▲木造住宅耐震
診断士派遣

（美浦村ＨＰ）
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「自分だけは大丈夫」と
思っていませんか？

暮らしサポート

い や や

～以上、「だまし文句にご用心！！」（（株）東京法規出版）、くらしの豆知識２０２６年版より引用・抜粋～

国
金
保

年■問合せ　国保年金課国保係☎０２９－８８５－０３４０（内）１１６■問合せ　国保年金課国保係☎０２９－８８５－０３４０（内）１１６

国民健康保険税の年金天引きが
中止となる方はご注意ください
国民健康保険税の年金天引きが
中止となる方はご注意ください

世帯主と国民健康保険（国保）加入者全員が６５歳から７４歳の世帯の方は、原則、国民健康保険税（国保税）
を特別徴収（年金からの天引き）により納付していただいております。
しかし、次のような場合は特別徴収は中止され、年度の途中に特別徴収から普通徴収へ変更となります。

・介護保険料と国保税を合わせた額が、対象年金額の２分の１以上となる場合
・世帯主が国保を脱退した場合
・６５歳未満の世帯員の国保加入があった場合

４・６・８月に年金天引きにより納付いただいた後、１０月からの特別徴収は中止となり、９月から翌年の２
月までに納付書または口座振替により納付いただきます。

普通徴収へ変更となった場合の納付方法

普通徴収

特別徴収

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

――

― ― ―

７月中旬に６回分の納付書を送付しています。納付書が届いた方については、自動で国保税が徴収されなく
なるため、納め忘れにご注意ください。

普通徴収へ変更となる方のうち、国保税の口座振替の登録がされていない場合

Ⓐ窓口 「通帳等口座情報が確認できるもの」と「届出印」を持参のうえ、
役場収納課窓口または村内金融機関で申込みしてください。

Ⓑ郵送 村ホームページから「口座振替依頼書」をダウンロードし記入
のうえ、役場収納課あて送付してください。

国保税の納付は、安全・安心・確実な「口座振替」を推奨しています

▲納付の方法
　（美浦村ＨＰ）
▲納付の方法
　（美浦村ＨＰ）

申込方法
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元気アップ教室（秋コース）のご案内

２４時間　救急電話相談☎
子ども　♯８０００
おとな　♯７１１９

▷対象者の方には、１か月前  
　に通知を郵送いたします。

１０月１９日（月）

１０月２６日（月）

健
進
康

増■問合せ　健康増進課☎０２９－８８５－１８８９■問合せ　健康増進課☎０２９－８８５－１８８９

～高齢者・お子さん対象～
予防接種費用の一部を

助成します

～高齢者・お子さん対象～
予防接種費用の一部を

助成します

▼対象者
次のうち予防接種を希望する村内在住の方
・満６５歳以上の方
・６０歳以上６５歳未満の方のうち、以下のいずれかに該当する方
　①心臓や腎臓、呼吸器の機能に障がいがあり、身の回りの生活を極度に制限される方
　②ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に障がいがあり、日常生活がほとんど不可能な方
※助成期間中、新たに対象となる方には対象となる月の初旬に通知を送付します。
※インフルエンザの予防接種と、新型コロナウイルス感染症の予防接種の対象者は同じです。

美浦村では６５歳以上の高齢者の方を対象に、毎年１０月から定期予防接種費用の助成を実施しています。
対象の方には、インフルエンザの予防接種と新型コロナウイルス感染症の予防接種の接種に必要な予診票等
を９月下旬ごろに送付します。助成の対象となるのは１０月１日以降に接種したものになりますので、通知が
届きましたら医療機関にご予約のうえ接種をお願いします。

予防接種費用の一部を助成します

高齢者の予防接種費用の一部助成（インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症）

※接種料金は医療機関によって異なります。事前に接種を受ける医療機関にご確認ください。
※医療機関の提示する接種料金から助成額を差し引いた額を医療機関にお支払いください。
　[ワクチン接種料金]－[助成額]＝[自己負担額]

１０月１日から
令和９年１月３１日まで助成期間

助成額

インフルエンザ予防接種

２，０００円（１回接種のみ）
（差額は自己負担）

１０月１日から
令和９年３月３１日まで

新型コロナウイルス感染症予防接種

５，０００円（１回接種のみ）
（差額は自己負担）

▼助成額および助成期間

インフルエンザの予防接種と新型コロナウイルス感染症の予防接種それぞれで、
助成額および助成期間などが異なります。
以下をご確認のうえ、助成期間内に接種するようお願いします。

インフルエンザワクチンと新型コロナウイルス感染症ワクチンは、同時に接種することが可能です。
ただし、医療機関によって接種の方針は異なるため、実際に接種する際は医療機関に問い合わせのう
え医師の指示のもと接種を受けてください。
※副反応や実施医療機関など、詳細は通知をご確認ください。
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元気アップ教室（秋コース）のご案内元気アップ教室（秋コース）のご案内
茨城県では９月を「循環器疾患予防月間」と定め、スローガンに「１に運動　２に食事　しっかり禁
煙　良い睡眠～健康寿命の延伸～」を掲げ、循環器疾患を主とした生活習慣病の予防に取り組んでい
ます。暑さが和らぐ秋に楽しく体を動かして、元気アップしましょう。

◆内 容　健康運動指導士による有酸素運動や筋力トレーニング
◆実施日時　全６回　各日午後１時３０分～３時
　　　　　　①１０月１３日（火）、②１０月２０日（火）、③１１月１０日（火）、
　　　　　　　　④１１月１７日（火）、⑤１１月２４日（火）、⑥１２月１日（火）
◆会 場　美浦村保健センター
◆対 象 者　村内在住の４０歳以上の方
※元気アップ教室（春コース）にご参加いただいた方はご参加いただけません。
◆定 員 ２０名（先着順）※要予約
◆申込・問合せ 美浦村保健センター☎０２９－８８５－１８８９
※ご参加いただくご本人またはご家族がお申込みください。

９月２８日（月）～３０日（水）

申込期間

２４時間　救急電話相談☎２４時間　救急電話相談☎
子ども　♯８０００
おとな　♯７１１９
子ども ♯８０００
おとな ♯７１１９迷ったら！

▷対象者の方には、１か月前  
　に通知を郵送いたします。
▷対象者の方には、１か月前  
　に通知を郵送いたします。

１０月の　
乳幼児健診

１０月１９日（月）１０月１９日（月）

１０月２６日（月）１０月２６日（月）

１歳６か月児

２歳児歯科

２７日
（日）
４日
（日）
１１日
（日）

角 崎 ク リ ニ ッ ク

つじ耳鼻咽喉科クリニック

な る し ま 内 科 医 院

☎０２９７‐８７‐６０３０

☎０２９‐８０１‐３３８７

☎０２９‐８６９‐４８２０

２０日
（日）
２１日
（月）
２２日
（火）

宮 本 病 院

し ん ク リ ニ ッ ク

鈴 木 ク リ ニ ッ ク

☎０２９９‐７９‐２１１４

☎０２９‐８８８‐８１８８

☎０２９‐８９２‐３６４０

２３日
（水） す ず き ク リ ニ ッ ク ☎０２９７‐８７‐５２５３

休 日 当 番 医 診療時間：午前９時～午後４時
※都合により当番医を変更することがあります。

９
月 １０

月

９
月

１２日
（月） は た か わ 医 院 ☎０２９‐８８５‐２３５８

予防接種費用の一部を助成します

▼対 象 者 村内在住の生後６か月から中学３年生までの方

▼助成内容

▼助成の対象となる接種期間 １０月１日（木）～令和９年１月３１日（日）まで

▼接種方法 ◆協力医療機関で接種
　　　　　　　保健センターで予診票を受け取り、医療機関に電話予約のうえ、予診票と母子手帳を持参し
　　　　　　　て接種を受けます。窓口では、助成額と接種料金の差額分が自己負担額となります。
　　　　　　◆協力医療機関以外で接種
　　　　　　　予防接種を受け接種費用の全額を支払った後、村に助成額の払い戻しの申請をしてください。
　　　　　　　申請方法は村ホームページをご覧いただくか、保健センターへお問い合わせください。
※お子さんのインフルエンザ予防接種協力医療機関は、村ホームページでご確認ください。

美浦村では、感染症の重症化およびまん延を予防することを目的に、中学３年生までのお子さんのインフル
エンザ任意予防接種の費用の一部を助成しています。

お子さんのインフルエンザ予防接種費用の一部助成

不活化インフルエンザＨＡワクチン

経鼻弱毒生インフルエンザワクチン
（フルミスト点鼻液）

生後６か月～１３歳未満
１３歳～中学３年生

２歳～中学３年生

２回
１回

１回

１回につき
１，０００円

２，０００円

ワクチンの種類 助成額助成回数

■問合せ　健康増進課☎０２９－８８５－１８８９

～高齢者・お子さん対象～
予防接種費用の一部を

助成します
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「自分だけは大丈夫」と「自分だけは大丈夫」と
思っていませんか？思っていませんか？
消費者トラブルは
悩まず早めに相談を！

暮らしサポート暮らしサポート暮らしサポート

消費生活に関する
問合せ・相談は

消費生活センターへ

消 費 生 活 に 関 す る 相 談 は
◆村消費生活センター（消費生活相談全般）…役場１階西側（収納課奥）
　月・水・木・金　午前９時～正午、午後１時～４時 ☎８８５－７１４１（直通）
（相談の受付は、午前は１１時３０分、午後は３時３０分まで。また、都合により相談員が
　不在の場合がありますので、電話でご確認ください）
◆消費者ホットライン（全国共通ダイヤル）☎１８８※３桁で繋がります。
◆県警悪質商法１１０番（訪問販売等の商取引や悪質金融業者に絡む各種相談）
午前８時３０分～午後５時１５分 ☎０２９－３０１－７３７９

い や やい や や

～以上、「だまし文句にご用心！！」（（株）東京法規出版）、くらしの豆知識２０２６年版より引用・抜粋～～以上、「だまし文句にご用心！！」（（株）東京法規出版）、くらしの豆知識２０２６年版より引用・抜粋～

高齢者を狙った下記の事例が多くなっています。この他にも気になることがありまし
たら、お気軽に村消費生活センターまでご相談ください。

高齢者向け悪質商法・ニセ電話詐欺被害防止キャンペーン中！高齢者向け悪質商法・ニセ電話詐欺被害防止キャンペーン中！

商品が届かない、届いたが粗悪品、解約したいが電話がつながらないといった「通信販売に関するトラ
ブル」や、水漏れ、害獣・害虫駆除など、緊急を要し冷静な判断が難しい状態につけこむ「暮らしのレ
スキューサービストラブル」など、身近なトラブルは他にもたくさんあります。具体的な手口と対策を
知り用心しましょう。そして家族やご友人、身近にいる大切な人たちにも教えてあげましょう。皆さん
で消費者力を上げて悪質業者の罠を見抜き、トラブルを未然に防ぐことが大切です。

こんなトラブルにもご用心！

「無料で点検します」「初回の方に限り特別価格！」「電気料金が安くなる」など、身の回りにはそんな魅力
的な言葉があふれていますが、本当にそうでしょうか？「無料点検のはずが高額な工事の契約をしてし
まった」「特別価格は定期購入が条件だった」「契約先だと思っていたら無関係の会社だった」など、その
言葉の裏には、悪質業者の巧妙な罠が隠れているかもしれません。だまされないためにも「私は大丈夫」
との考えを捨て、必要ないものははっきり断り、すぐに契約するのはやめましょう。また、一人で悩ま
ず身近な人や相談窓口に相談しましょう。

その言葉、うのみにしてはいけません。「だまし文句」にご用心！

商品やサービスの契約をめぐり事業者とトラブルになったなど、消費生活に関するトラブルで困った時
は、消費生活センターに相談しましょう。契約者本人からトラブルにあった経緯を聴き取り、関係書類
を確認したうえで問題点を整理し、事業者との自主交渉の方法や具体的な解決方法について、助言や情
報提供をします。また、適切な専門機関を紹介するなどの支援も行います。契約書や購入のきっかけと
なったパンフレット、販売サイトの画面やＵＲＬ、メールやＳＮＳでのやり取りなどを保存して用意し
ておきましょう。トラブルにあった経緯を時系列にまとめたメモを作成しておくと、スムーズに進みま
す。あきらめずにまずは相談しましょう。

それでもトラブルに巻き込まれたら…消費生活センターに相談しよう

■問合せ　国保年金課国保係☎０２９－８８５－０３４０（内）１１６

国民健康保険税の年金天引きが
中止となる方はご注意ください

▲納付の方法
　（美浦村ＨＰ）
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☆子育て支援センターの利用時間は、１組につき１日最長２時間まで
とさせていただきます。

おも：おもちゃ図書館
◇対象　未就学児・障がいのある方
第２土曜日　午前１０時～１１時

ぴよ：ぴよぴよサロン
◇対象　２か月～１２か月までのお子さん・妊婦さん
　火曜日　午前１０時～１１時３０分
★月に一度、専門のスタッフによる
「育児相談　 」を行います。

よち：よちよちルーム
◇対象　１歳児（Ｒ６．４．２～Ｒ７．４．１生）
第２・第４金曜日　午前１０時～１１時３０分

エン：エンジョイ子育て
◇対象　２歳児（Ｒ５．４．２～Ｒ６．４．１生）
第１・第３・第５金曜日　午前１０時～１１時３０分

子育てひろばのご案内子育てひろばのご案内子育てひろばのご案内

　　：読み聞かせ
◇対象　未就学児
第１土曜日　午前１１時～１１時２０分

　　：自由遊びの日
◇対象　未就学児
月曜日・木曜日・土曜日

ご利用の際は、お子さまの対象となるひろばをホームページや子育てカレンダーでご確認ください。
状況によって子育てひろばの内容を変更する場合があります。

土日

おも休休

休休

休休

休休

月 火 水 木 金

よち

よち

エン

エン

休休

休休

休休

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ 　　　　　　　 　　

育

２７ ２８ ２９ ３０ ３１
ぴよ

ぴよ

ぴよ

１０月の子育てひろば

エン

ぴよ

休休

休休

■問合せ
子育て支援センター（みほふれ愛プラザ内）
☎０２９－８８５－６５１１
午前９時３０分～午後６時（水曜・日曜・祝日休業）

■子育て支援センター案内
https://www.vill.miho.lg.jp/
page/page005509.html

子育て情報子育て情報

※家族の人数分を最低でも３日分、できれば１週間分を目安に準備しましょう。※家族の人数分を最低でも３日分、できれば１週間分を目安に準備しましょう。

いつ起こるかわからない災害に備えるために、在宅での避難も含めて「どこに避難するか」「何をどれ
くらい備蓄しているか」など、家族で確認をしてみましょう。
いつ起こるかわからない災害に備えるために、在宅での避難も含めて「どこに避難するか」「何をどれ
くらい備蓄しているか」など、家族で確認をしてみましょう。

▶赤ちゃん用品を持ち運ぶマザーズバッグなどは、防災バッグとしても活用できます
　季節の変化や子どもの成長によって必要なものが変わります。ご家庭にあわせたチェック
　リストを作り、洋服やおむつのサイズ確認のため、半年に一回程度中身を見直しましょう。

▶食品は、備蓄・消費・補充を繰り返すローリングストックで備えましょう
・環境が変わっても口にしやすいように、食べ慣れていて好きなものを多めに購入する。
・賞味期限を確認しながら、日常の食事として取り入れる。
・食べた分を買い足して、常に一定量の食品を備蓄しておく。

乳幼児の災害への備え

■問合せ　都市建設課☎０２９－８８５－０３４０

耐震診断、住宅リフォーム
費用の一部を補助します

地域経済の振興を目的として、美浦村にお住まいの方が村内の施工業者により住宅リフォーム工事を行う場
合、その費用の一部を補助しています。
必ず工事の着工前に都市建設課に申請してください。すでに工事を着工した後の申請は対象となりません。

■対 象 者　村内に自己が所有する個人住宅・併用住宅に継続して３年以上住民登録
をしている方で、その居住する住宅に以下の対象工事を村内の施工業者
により行う方。
※村で実施している他の補助制度を利用された方を除く。

■申 込 期 限　１１月３０日（月）
※予算額に到達した時点で期限内でも終了となります。

■対 象 工 事　村内施行業者による工事費が１０万円以上（消費税別）の修繕、増改築、
模様替え、その他住宅の機能の維持・向上のために行う補修・改良工事

■対象外工事　・交付決定前に着工した工事
・１２月３１日までに完了しない工事
・車庫、塀工事、既存床面積の２分の１を超える増改築工事
・機器類や建具のみの設置・交換工事
・ソーラーパネルの新設・交換工事、自然災害による被害の復旧工事、等

■補 助 額　対象の工事費（消費税別）の１０％（千円未満切捨て）※上限額１０万円
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■開室時間　午前９時～午後５時（第２・第４水曜日のみ午後７時まで延長・閲覧室は午後５時まで）■開室時間　午前９時～午後５時（第２・第４水曜日のみ午後７時まで延長・閲覧室は午後５時まで）■開室時間　午前９時～午後５時（第２・第４水曜日のみ午後７時まで延長・閲覧室は午後５時まで）■開室時間　午前９時～午後５時（第２・第４水曜日のみ午後７時まで延長・閲覧室は午後５時まで）

図書室便り図書室便り ■問合せ
中央公民館図書室☎０２９－８８５－８４４２

■インターネット蔵書検索
https://www.im.licsre-saas.jp/
miholib/webopac/index.do

新着図書案内は、中央公民館・役場・み
ほふれ愛プラザ・保健センターにて配布
しています。

【１０月】日時 １０月１７日（土）午前１１時～
　　　　会場 中央公民館２階　視聴覚室
子育て支援センターと共通のよみきかせ
スタンプカードがあります。
３回参加するとプレゼントがもらえます。
昨年度のスタンプカードも引き続きご利
用いただけます。

子育て支援センターと共通のよみきかせ
スタンプカードがあります。
３回参加するとプレゼントがもらえます。
昨年度のスタンプカードも引き続きご利
用いただけます。

お話し会

【９月】日時 ９月１９日（土）午後２時～
　　　　会場 中央公民館１階　ロビー

休室日：毎週月曜日・祝日（月曜日が祝日となった際
は翌火曜日が休室日）・年末年始・室内整理日（毎月最
終火曜日）・特別整理期間（蔵書点検など）

図書室カレンダー図書室カレンダー

休休休

休休休

休休休

休休休

休休休

休休休

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１

日 月 火 水 木 金 土
１０月１０月

延長延長延長

延長延長延長 お話し会お話し会お話し会

休休休

休休休

休休休

休休休 休休休 休休休休休休

休休休

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２８ ２９ ３０

日 月 火 水 木 金 土
９月９月

延長延長延長

お話し会お話し会お話し会

９月２０日（日）閉室後から２５日（金）開室前まで、返却
ポストもお休みいたします。ご返却は休室明け以降
にお願いいたします。

■休室期間 ９月２１日（月）～２４日（木）

図書室のお休みのお知らせ図書室のお休みのお知らせ
祝日および祝日の振替休日などのため、以下の期間
図書室はお休みとなります。

美浦村HP「利用者のページ」を使ってみませんか？

利用者のページは利用者カードを作成済の方が「新
規パスワード登録」をすると使えるようになります。
様々な機能があるので、ぜひ使ってみてください！
※利用者のページへは、紙面上部の「インターネッ
ト蔵書検索」アドレスまたは二次元コードからロ
グインした後「利用照会」からアクセスできます。

・本やＤＶＤの取り扱い・保管にご注意ください
　暑さや水気は資料が傷む原因になります。車内や
直射日光、水滴のつく場所（ペットボトル等と一
緒のバッグなど）での保管は避けてください。
ＤＶＤは、ディスクの取扱い方法がわかる方がな
るべく扱うようお願いいたします。

・資料の破損等にご注意ください
　資料が破損等してしまった場合は、
　そのままお持ちください。

■バーコード表示機能
利用者カードと同じバーコードが表示できます。
貸出の際、カードとして使用できます。
■図書室カレンダー
借りている資料の返却期限日をカレンダー
からも確認することができます。

図書室の資料の扱い方に関するお願い

図書室からのお知らせ図書室からのお知らせ

※図書室で状態を確認し、適切な方法で修理します
が、本の状態によっては弁償をお願いする場合が
ありますのでご了承ください。
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災
害
か
ら
生
き
延
び
る
た
め
に

は
、
日
頃
か
ら
一
人
ひ
と
り
が
防

災
に
関
心
を
持
ち
、
備
え
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

①
家
族
で
の
話
し
合
い

「
避
難
所
の
場
所
」「
災
害
時
の

連
絡
手
段
」「
勤
務
先
や
学
校
帰

り
に
被
災
し
た
ら
、
ど
う
す
る

の
か
」
等
、
事
前
に
家
族
で
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

②
備
蓄
品
や
防
災
グ
ッ
ズ
を
準
備

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
が
使
用
で

き
な
い
こ
と
を
想
定
し
て
、
各

ご
家
庭
に
合
っ
た
防
災
用
品
を

準
備
す
る
と
と
も
に
、
最
低
３

日
分
の
飲
食
料
品
を
備
蓄
し
ま

し
ょ
う
。

③
地
域
の
つ
な
が
り
と
防
災
活
動

へ
の
参
加

　

災
害
時
に
は
周
り
の
人
で
助
け

合
う
「
共
助
」
が
重
要
で
す
。

　

日
頃
か
ら
地
域
の
活
動
等
を
通

し
て
ご
近
所
の
方
と
協
力
し
合

え
る
関
係
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
地
区
や
自
主
防
災
組
織

等
が
実
施
す
る
防
災
訓
練
や
防

災
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
み
ま

し
ょ
う
。（
第
８７
回
・
終
わ
り
）

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
防
災
情
報　
８７

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
防
災
情
報
８７

９
月
は
防
災
月
間

９
月
は
防
災
月
間

　

敬
老
の
日
に
あ
た
り
、
長
寿
を

祝
福
し
、
多
年
に
わ
た
る
村
づ
く

り
へ
の
ご
尽
力
に
対
す
る
敬
老
の

意
を
表
し
、
お
祝
い
品
を
お
送
り

し
ま
す
。

◇
対
象
者　

令
和
８
年
９
月
１
日

時
点
で
村
内
に
居
住
し
、
次
に

該
当
す
る
方

①
７５
歳
（
昭
和
２６
年
４
月
１
日
〜

昭
和
２７
年
３
月
３１
日
生
ま
れ
）

②
８８
歳
（
昭
和
１３
年
４
月
１
日
〜

昭
和
１４
年
３
月
３１
日
生
ま
れ
）

◇
発
送
時
期　

９
月
中
旬
〜
下
旬

頃
◇
問
合
せ　

役
場
福
祉
介
護
課

お知らせお知らせ
公共機関等の電話番号はお知らせの
最終ページに掲載しています。
公共機関等の電話番号はお知らせの
最終ページに掲載しています。

◇
講
師　

認
知
症
介
護
ア
ド
バ
イ

ザ
ー

◇
定
員

３０
名
（
村
内
在
住
、
在

勤
の
方
）

◇
申
込
・
問
合
せ　

美
浦
村
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
役
場
福

祉
介
護
課
内
）
☎
０
２
９

－

８

８
５

－

０
３
４
０

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

お
支
払
い
の
手
間
や
納
め
忘
れ
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
口
座
振
替
が

便
利
で
す
。
２
年
分
・
１
年
分
・

半
年
分
の
保
険
料
を
口
座
振
替
で

前
納
、
ま
た
は
早
割
（
当
月
分
の

保
険
料
を
当
月
末
に
振
替
）
に
す

る
と
、
割
引
が
適
用
さ
れ
お
得
に

納
付
が
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
申
出
書
は
、
役
場
国

保
年
金
課
、
土
浦
年
金
事
務
所
、

金
融
機
関
に
あ
り
ま
す
の
で
、
通

帳
・
口
座
の
届
出
印
・
基
礎
年
金

番
号
通
知
書
や
年
金
手
帳
（
基
礎

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
）
を
お

持
ち
の
う
え
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
経
由

し
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
か
ら
の
お

申
込
み
も
可
能
で
す
。

◇
問
合
せ

土
浦
年
金
事
務
所

☎
０
２
９

－

８
２
５

－

１
１
７
０

　

認
知
症
の
基
礎
や
症
状
、
予
防

に
つ
い
て
の
考
え
方
、
認
知
症
の

方
へ
の
接
し
方
等
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
講
座
で
す
。
認
知
症
に
対

す
る
正
し
い
知
識
と
理
解
を
持
ち
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
に
で
き

る
範
囲
で
手
助
け
を
す
る
「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
し
ま
す
。

受
講
料
無
料
。

◇
日
時　

９
月
２６
日（
土
）午
前
１０

時
〜
１１
時
３０
分
（
受
付
午
前
９

時
４５
分
〜
）

◇
会
場　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
１

階
大
広
間
（
木
原
１
５
０

－

２
）

詳細は村ホームページをご覧になるか
役場総務課までお問合せください。

１枠４，５００円～（先着）
※ページ構成上募集がない月もあります。

広報みほに広告を掲載しませんか

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

敬
老
祝
品
を
贈
呈
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

は
口
座
振
替
が
便
利

▲

美浦幼稚園、大谷保育所・木原保育所を利用したい方 ➡ 次ページをご覧ください。▲

認定こども園・私立幼稚園を利用したい方 ➡ 施設に直接申請してください。▲

仕事の都合などで村外の保育園等を利用したい方 ➡ 事前に子育て支援課へお問合せください。

令和９年度
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９月は「茨城県認知症を知る月間」です

オレンジカフェに来てみませんか？

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
結

婚
５０
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦

を
１１
月
に
表
彰
・
お
祝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
該
当
と
な
る

場
合
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
資
格　

次
の
両
方
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
ご
夫
婦
。
た

だ
し
、
既
に
金
婚
お
祝
い
を
受

け
て
い
る
ご
夫
婦
は
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

◇
申
請
条
件

①
昭
和
４９
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和

５２
年
３
月
３１
日
に
婚
姻
届
を
提

出
し
て
い
る
。

②
美
浦
村
民
で
、
令
和
８
年
９
月

１
日
現
在
で
村
内
に
１
年
以
上

居
住
し
て
い
る
。

◇
提
出
書
類

①
申
込
書
：
村
社
会
福
祉
協
議
会

窓
口
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.m
ihoshak

yo.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

②
本
籍
地
が
村
外
の
場
合
、
戸
籍

謄
本

◇
申
込
期
限　

９
月
３０
日（
水
）

◇
申
込
・
問
合
せ　

美
浦
村
社
会

福
祉
協
議
会
☎
０
２
９

－

８
８

５
－

０
０
３
８

◇
日
時

１１
月
１４
日（
土
）午
前
９

時
〜
正
午

◇
会
場　

美
浦
小
学
校
・
美
浦
中

学
校
共
用
体
育
館

◇
参
加
資
格　

美
浦
村
在
住
の
身

体
障
害
者
手
帳
を
所
持
す
る
１５

歳
以
上
の
方

◇
申
込
方
法　

申
込
用
紙
（
役
場

福
祉
介
護
課
に
用
意
）
を
記
入

の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
期
限　

９
月
３０
日（
水
）

◇
共
催　

龍
ケ
崎
市
、
阿
見
町
、

　

か
す
み
が
う
ら
市
、
稲
敷
市
、

　

取
手
市
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
、

　

牛
久
市

◇
申
込
・
問
合
せ　

役
場
福
祉
介

護
課

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
と
は
、
認
知

症
の
方
や
そ
の
家
族
、
専
門
職
や

地
域
住
民
が
、
お
互
い
に
交
流
や

情
報
交
換
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
る
カ
フ
ェ
の
こ
と
で
す
。

　

息
抜
き
が
で
き
た
り
相
談
す
る

こ
と
で
気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
り

し
ま
す
。
要
予
約
。
参
加
費
無
料
。

◇
日
時　

９
月
２５
日（
金
）午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
（
受
付
午
後
１

時
〜
）

◇
定
員　

先
着
１５
名

◇
会
場　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
木
原
１
５
０

－

２
）

◇
内
容　

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
身
近
な
消
費
ト
ラ
ブ
ル
へ
の

注
意
点
の
お
話
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

個
別
相
談
会

◇
申
込
・
問
合
せ　

美
浦
村
社
会

福
祉
協
議
会
☎
０
２
９

－

８
８

５

－

０
０
３
８

◇
主
催　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を
推

進
す
る
会

　

ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯

が
増
加
し
て
い
る
今
、
地
域
の
困

り
ご
と
や
心
配
ご
と
に
つ
い
て
皆

さ
ん
で
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
の
実
体
験
、
活
動
事
例
、

ご
意
見
等
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

座
談
会
の
よ
う
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
雰
囲
気
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

９
月
１０
日（
木
）午
後
２

時
〜
３
時

◇
会
場　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
木
原
１
５
０

－

２
）

◇
問
合
せ　

美
浦
村
社
会
福
祉
協

議
会
☎
０
２
９

－

８
８
５

－

０

０
３
８

金
婚
式
を
迎
え
る

ご
夫
婦
へ

地
域
身
体
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集

地
域
い
ど
ば
た
茶
話
会

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

生
活
道
路
の
法
定
速
度

が
時
速
３０
キ
ロ
ヘ

　

９
月
１
日
か
ら
、
道
路
交
通
法

施
行
令
の
改
正
に
よ
り
、
生
活
道

路
の
法
定
速
度
が
、
従
来
の
時
速

６０
キ
ロ
か
ら
、
時
速
３０
キ
ロ
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
安
全
で
快
適

な
街
づ
く
り
の
た
め
、
安
全
確
保

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
生
活
道
路…

地
域
住
民
の
日
常

生
活
で
利
用
さ
れ
る
、
中
央
線

や
中
央
分
離
帯
の
な
い
道
路
。

◇
問
合
せ　

稲
敷
警
察
署
交
通
課

☎
０
２
９

－

８
９
３

－
０
１
１
０

　

身
体
障
が
い
者
の
自
立
と
社
会

参
加
促
進
の
た
め
、
近
隣
８
市
町

村
共
催
の
「
地
域
身
体
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
や
輪
投
げ

競
技
等
の
５
種
目
で
競
い
合
い
、

交
流
を
図
り
ま
す
。
参
加
費
無
料
。

付
添
の
方
、
応
援
の
方
の
参
加
も

大
歓
迎
で
す
。

7 18広報みほ　令和８年９月号広報みほ　令和８年９月号広報みほ　令和８年９月号

（広告欄）（広告欄）（広告欄）



令和８年度 みほ文化講座案内（後期）
　

稲
敷
広
域
消
防
本
部
で
は
、
マ

イ
ナ
救
急
を
５
月
２０
日
か
ら
本
格

運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
救
急
と
は
、
救
急
現
場

に
お
い
て
救
急
隊
員
が
傷
病
者
の

マ
イ
ナ
保
険
証
を
活
用
し
、
搬
送

先
医
療
機
関
の
選
定
等
に
役
立
つ

情
報
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、

救
急
業
務
の
円
滑
化
を
目
指
す
取

組
で
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
ご
提
示

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
マ
イ
ナ
救
急
の
メ
リ
ッ
ト
》

・
救
急
隊
へ
の
受
診
歴
・
薬
剤
情

報
の
説
明
等
、
傷
病
者
の
負
担

軽
減

・
意
識
の
な
い
傷
病
者
に
付
き
添

う
家
族
等
が
、
傷
病
者
の
正
確

な
受
診
歴
や
薬
剤
情
報
を
把
握

し
て
い
な
く
て
も
情
報
伝
達
が

可
能

・
救
急
隊
が
正
確
に
傷
病
者
の
医

療
情
報
等
を
確
認
で
き
、
円
滑

な
搬
送
先
医
療
機
関
の
選
定
や

処
置
が
可
能

・
事
前
に
医
療
情
報
を
搬
送
先
医

療
機
関
に
伝
え
る
こ
と
で
、
よ

り
適
切
な
受
入
れ
準
備
が
可
能

※

マ
イ
ナ
保
険
証
を
搭
載
し
た
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
、
マ
イ
ナ

救
急
が
実
施
で
き
ま
す
。

使
用
済
み
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
・

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
適
正
回
収
を
行

い
ま
す
。
事
前
登
録
制
。
回
収
を

希
望
す
る
農
業
者
の
方
は
期
限
ま

で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
回
収

日
等
の
詳
細
は
、
お
申
込
み
さ
れ

た
方
に
後
ほ
ど
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
回
収
す
る
も
の　

苗
箱
、
肥
料

袋
、
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
、
カ
ン

レ
イ
シ
ャ
、
散
水
チ
ュ
ー
ブ
、

　

遮
光
シ
ー
ト
、
マ
イ
カ
線
等

◇
回
収
で
き
な
い
も
の　

畔
シ
ー

ト
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、
糸
入
り

農
ビ
、
波
板
シ
ー
ト
、
そ
の
他

の
特
殊
資
材
、
ホ
ー
ス
類
、
変

色
し
た
ビ
ニ
ー
ル
や
汚
れ
て
い

る
も
の
等

◇
回
収
日

１０
月
下
旬

◇
場
所　

稲
敷
農
協
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
、
水
郷
つ
く
ば
農
協
コ
ン

ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

※

安
中
地
区
の
回
収
は
、
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

◇
費
用　

登
録
料
：
１
戸
当
た
り

１
０
０
０
円
、
回
収
料
：
１
㎏

当
た
り
１
０
０
円

◇
申
込
期
限　

９
月
３０
日（
水
）

※

期
限
を
越
え
て
の
申
込
は
不
可
。

◇
申
込
・
問
合
せ　

役
場
経
済
課

　

霞
ケ
浦
の
水
質
浄
化
対
策
の
推

進
と
し
て
、
令
和
４
年
度
よ
り
茨

城
県
が
森
林
湖
沼
環
境
税
を
活
用

し
た
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排

水
施
設
へ
の
接
続
補
助
の
拡
充
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
度
で
終
了
予
定
で
す
。

　

接
続
補
助
金
を
活
用
し
て
の
下

水
道
接
続
を
ご
検
討
し
て
い
る
方

は
、
早
期
の
申
し
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
下
水
道
接
続
工
事

費
補
助
制
度
の
拡

充（
美
浦
村
）

◇
拡
充
制
度
内
容

①
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
４
年
目
以
降
で
も
補
助

の
対
象

②
６５
歳
以
上
ま
た
は
１８
歳
未
満
の

方
が
い
る
世
帯
で
、
世
帯
全
員

の
住
民
税
課
税
標
準
額
の
合
計

が
３
４
８
万
円
以
下
の
場
合
、

　

一
般
的
な
接
続
工
事
費
を
補
助

（
限
度
額
３５
万
円
）

※

予
算
が
上
限
に
達
し
次
第
終
了

と
な
り
ま
す
。

◇
申
込
・
問
合
せ　

役
場
上
下
水

道
課
☎
０
２
９

－

８
８
５

－

０

７
２
０

【
今
年
度
終
了
】下
水
道

接
続
工
事
費
の
拡
充
補
助

「
マ
イ
ナ
救
急
」本
格
運
用

◇
問
合
せ　

稲
敷
広
域
消
防
本
部

救
急
課
☎
０
２
９
７

－

６４

－

３

８
４
６

▼
あ
な
た
の
命
を
守

る『
マ
イ
ナ
救
急
』

（
総
務
省
消
防
庁
）

　

小
中
高
生
の
自
殺
者
数
は
、
近

年
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

自
殺
予
防
週
間
で
は
、
電
話
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
相
談
支
援
体
制
の

拡
充
や
、
主
に
子
ど
も
・
若
者
に

向
け
て
、
相
談
の
呼
び
か
け
等
集

中
的
な
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
心
の
声
を
、
聴
か
せ
て
く

だ
さ
い
。
匿
名
で
も
大
丈
夫
で
す
。

あ
な
た
の
誰
に
も
話
せ
な
い
思
い
、

抱
え
て
い
る
気
持
ち
を
聴
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

①
＃
い
の
ち
Ｓ
Ｏ
Ｓ

☎
０
１
２
０

－

０
６
１

－

３
３
８

②
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
１
２
０

－

２
７
９

－

３
３
８

※

①
②
と
も
に
、
２４
時
間
対
応
・

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
・
無
料

▼
他
、
子
ど
も
電
話

相
談
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相

談
「
ま
も
ろ
う
よ

こ
こ
ろ
」（
厚
生
労

働
省
）

９
月
１０
日
〜
１６
日

自
殺
予
防
週
間

使
用
済
み
農
ビ
・

農
ポ
リ
の
適
正
回
収
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総
務
省
で
は
、
９
月
〜
１０
月
の

２
月
間
を
「
行
政
相
談
月
間
」
と

定
め
、「
行
政
相
談
制
度
」
に
つ
い

て
、
広
く
ご
理
解
、
ご
利
用
い
た

だ
く
た
め
、
皆
さ
ま
の
身
近
な
場

所
で
相
談
会
の
開
設
や
広
報
活
動

等
を
集
中
的
に
行
っ
て
お
り
、
そ

の
一
環
と
し
て
、「
く
ら
し
の
困
り

ご
と
相
談
会
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

登
記
、
年
金
、
雇
用
、
税
金
等
、

行
政
機
関
で
行
う
手
続
に
関
す
る

質
問
や
相
談
の
ほ
か
、
相
続
、
離

婚
、
多
重
債
務
等
の
法
律
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
相
談
無
料
。
秘

密
厳
守
。
事
前
予
約
優
先
。

◇
日
時　

１０
月
２０
日（
火
）午
前
１１

時
〜
午
後
３
時
４０
分
（
最
終
受

付
午
後
３
時
２０
分
）

◇
会
場　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
土
浦

　

１
階
花
火
ひ
ろ
ば
（
土
浦
市
上

高
津
３
６
７
）

◇
予
約
期
間　

１０
月
６
日（
火
）〜

１３
日（
火
）平
日
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
４５
分

◇
予
約
・
問
合
せ　

総
務
省
行
政

相
談
セ
ン
タ
ー
き
く
み
み
茨
城

☎
０
５
７
０

－

０
９
０
１
１
０
、

ま
た
は
☎
０
２
９

－

２
５
３

－
１
１
０
０

◇
定
員　

各
事
務
所
先
着
４
組

◇
申
込
方
法

事
前
に
必
ず
各
事

務
所
へ
電
話
に
て
予
約
し
、「
茨

城
司
法
書
士
会
の
無
料
相
談
で

電
話
し
ま
し
た
」
と
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

茨
城
司
法
書
士
会
事

務
局
☎
０
２
９

－
２
２
５

－

０

１
１
１

▼
茨
城
司
法
書
士
会

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

（
相
談
会
詳
細
）

　

茨
城
県
で
は
、
現
在
、
仕
事
を

お
探
し
中
の
方
を
対
象
に
、
就
職

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。
複
数
の

企
業
の
人
事
担
当
者
と
直
接
会
え

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
参
加
費
無
料
。

予
約
不
要
。

▼
元
気
い
ば
ら
き
就

職
フ
ェ
ア
（
茨
城

県
）

◇
日
時

１０
月
１３
日（
火
）午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分
（
受
付
午

後
１
時
〜
）

◇
会
場　

つ
く
ば
市
役
所
本
庁
舎

２
階
２
０
１
会
議
室
（
つ
く
ば

市
研
究
学
園
１

－

１

－

１
）

◇
対
象　

現
在
、
求
職
中
の
方

◇
参
加
企
業
数

約
２０
社

◇
問
合
せ
い
ば
ら
き
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー
県
南
地
区
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９

－

８
２
５

－

３
４
１
０

　

解
雇
や
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
労
働
関

係
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
県
労

働
委
員
会
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
厳
守
。
相
談
無
料
。
事

前
予
約
制
。
電
話
相
談
も
可
。

◇
日
時

①
１０
月
７
日（
水
）午
後

２
時
〜
５
時
②
１０
月
１５
日（
木
）

午
後
５
時
〜
７
時
③
１０
月
３０
日

（
金
）午
後
２
時
〜
５
時

◇
会
場　

茨
城
県
労
働
委
員
会
事

務
局
（
水
戸
市
笠
原
町
９
７
８

－

６
県
庁
舎
２３
階
）

◇
定
員　

１６
名

◇
予
約
開
始
日　

９
月
１
日（
火
）

よ
り
（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
）

◇
予
約
・
問
合
せ
茨
城
県
労
働

委
員
会
事
務
局
☎
０
２
９

－

３

０
１

－

５
５
６
３

労
働
相
談
会

　

住
宅
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
の

疑
問
や
質
問
に
建
築
士
が
お
答
え

し
ま
す
。
参
加
費
無
料
。
予
約
制
。

◇
日
時

１０
月
２７
日（
火
）午
前
１０

時
〜
午
後
４
時

◇
会
場　

つ
く
ば
市
役
所
本
庁
舎

２
階
防
災
会
議
室
３
（
つ
く
ば

市
研
究
学
園
１

－

１

－

１
）

◇
申
込
期
間　

９
月
１
日（
火
）〜

３０
日（
水
）

◇
申
込
方
法　

い
ば
ら
き
電
子
申

請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
に
て
申
込
。

▼
令
和
８
年
度
住
ま

い
の
相
談
会
の
開

催
（
茨
城
県
）

◇
問
合
せ　

茨
城
県

　

土
木
部
都
市
局
住
宅
課
民
間
住

宅
・
住
宅
指
導
グ
ル
ー
プ
☎
０

２
９

－

３
０
１

－

４
７
５
９

　

司
法
書
士
に
よ
る
相
続
無
料
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。
相
続
登
記

や
遺
言
等
に
つ
い
て
、
相
談
に
応

じ
ま
す
。
無
料
。
予
約
制
。

◇
開
催
日

毎
月
第
１
水
曜
日

（
休
日
の
場
合
は
第
２
水
曜
日
）

◇
会
場

県
内
の
各
司
法
書
士
事

務
所

く
ら
し
の
困
り
ご
と

相
談
会

元
気
い
ば
ら
き
就
職

フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
つ
く
ば

住
ま
い
の
相
談
会

相
続
無
料
相
談
会

正
調
俚
謡　
日
和
吟
社　
字
結
び
「
打
・
水
」　
　
　
　
　　　　　　　　
　　　　
（
五
十
音
順
）

（
五
十
音
順
）

は
し
ゃ
ぐ
水
辺
で
し
ぶ
き
の
粒
が
虹
を
描
い
た
夏
休
み　
　
　
　

石
戸
葎
華

暑
さ
厳
し
く
涼
し
さ
求
め
庭
に
打
水
効
果
な
し　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

と
て
も
私
は
太
刀
打
ち
で
き
ぬ
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
逝
っ
た
母　

井
戸
賀
龢
道

介
護
さ
れ
つ
つ
頭
脳
は
若
く
打
て
ば
響
く
の
九
十
六　
　
　
　
　

上
野
八
千
代

胸
を
と
と
ん
と
打
つ
言
葉
た
ち
逃
が
さ
な
い
よ
う
詩
に
す
る　

   
小
川
野
蛙

霞
浦
の
水
辺
に
筑
波
を
浮
か
べ
暑
さ
労
る
秋
の
風　
　
　
　
　

   

小
薗
江
久
美

打
つ
は
翔
平
蹴
っ
て
は
メ
ッ
シ
胸
を
躍
ら
す
立
役
者　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

水
の
加
減
と
苦
労
の
汗
で
う
ま
い
お
米
は
出
来
上
る　
　
　
　
　

篠
原
美
千
代

酷
い
追
い
打
ち
熊
本
地
震
暑
さ
対
策
胸
痛
む　
　
　
　
　
　
　
　

関
根
秀
子

店
主
自
信
の
手
打
ち
の
技
か
そ
ば
の
う
ま
さ
に
舌
つ
づ
み　
　
　

高
橋
一
歩

酷
暑
熊
本
恐
怖
の
地
震
水
や
電
気
の
救
援
隊　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
草
実

む
し
た
夕
暮
打
ち
水
涼
し
門
の
夕
顔
白
さ
増
す　
　
　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

夏
は
雪
解
け
野
山
を
め
ぐ
り
田
畑
う
る
お
す
水
の
旅　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

打
て
ば
響
く
よ
俚
謡
の
同
志
学
ぶ
仲
間
と
幸
の
時
間　
　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

続
く
猛
暑
に
懐
痛
む
嵩
む
水
道
電
気
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
尾
青
蓮

日
焼
け
球
児
が
最
後
の
夏
を
打
っ
て
走
っ
て
夢
を
追
う　
　
　
　

山
岡
亜
子

不
意
の
災
害
断
た
れ
た
水
を
運
ぶ
酷
暑
の
自
衛
隊　
　
　
　
　
　

山
崎
笑
子

打
っ
て
走
っ
て
霞
高
ナ
イ
ン
ま
ず
は
一
勝
甲
子
園　
　
　
　
　
　

山
﨑
泰
弘

日
の
本
の
成
り
た
ち
思
う
地
震
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
紀
行

幟
立
つ
鰻
受
難
は
土
用
の
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

そ
よ
そ
よ
と
風
に
た
な
び
く
青
田
波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
宮
和
子

夏
の
暮
花
に
水
か
け
一
時
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
柳
幸
子

震
災
地
酷
暑
続
き
の
車
中
泊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

十
薬
を
一
輪
挿
し
て
昼
静
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

気
温
下
げ
街
を
洗
い
て
大
夕
立　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田
敏
笑

湖
に
虹
の
か
け
橋
翁
逝
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
尾
尚
子

炎
天
下
縄
文
土
器
で
塩
づ
く
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
統
子

久
々
の
友
と
語
ら
ふ
か
き
氷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
崎
典
子

稲
の
花
さ
わ
さ
わ
さ
わ
と
私
語
き
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
美
代
子

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
上
映
会

の
収
益
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
美

浦
村
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
子
ど

も
た
ち
の
平
和
学
習
の
た
め
に
寄

付
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
、
こ

こ
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

問合せ　企画財政課
☎０２９－８８５－０３４０（内）２０９

美浦村男女共同参画
～共に輝くみほの会～

男女がともに
　 輝くために

美
浦
村
男
女
共
同
参
画

～

共

に
輝
く
み
ほ
の
会

～

で
は
、

活
動
を
共
に
で
き
る
会
員
を

男
女
問
わ
ず
募
集
し
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
声

か
け
く
だ
さ
い
。

　

■
問
合
せ　

企
画
財
政
課

私
た
ち
と
一
緒
に

　

活
動
し
ま
せ
ん
か
？

多くの皆さまにご来場いただきました
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里
親
制
度
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
で
家
族
と
離
れ
て
暮
ら
す
子

ど
も
を
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、
暖
か

い
愛
情
を
と
正
し
い
理
解
を
も
っ

て
育
て
る
制
度
で
す
。

　

里
親
さ
ん
の
体
験
談
を
聴
く
と

里
親
制
度
が
よ
り
身
近
に
感
じ
ら

れ
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
／
場
所

①
１０
月
７
日（
水
）午
前
１０
時
〜
正

午
／
牛
久
市
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
保
健
指
導
室
（
牛
久
市
中
央

３

－

１５

－

１
）

②
１０
月
２４
日（
土
）午
前
１０
時
〜
正

午
／
社
会
福
祉
法
人
慶
育
会
茨

城
育
成
園
（
筑
西
市
茂
田
１
７

３
５

－

１
）

◇
定
員　

各
回
１０
名
程
度

◇
申
込
方
法　

各
回
１
週
間
前
ま

で
に
二
次
元
コ
ー
ド
（
い
ば
ら

き
里
親
ｎ
ａ
ｖ
ｉ
）
か
ら
申
込
。

▼「
い
ば
ら
き
里
親

ｎ
ａ
ｖ
ｉ

お
申

込
み
・
お
問
い
合

わ
せ
」

◇
申
込
・
問
合
せ　

つ
く
ば
香
風

寮
☎
０
８
０

－

８
４
３
４

－

３

３
２
９

　

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
は
、
県
と
労
働
団
体
が
共

同
で
設
立
し
た
組
織
で
、
結
婚
を

希
望
す
る
独
身
の
方
を
対
象
に
、

会
員
登
録
制
に
よ
る
男
女
の
出
会

い
と
結
婚
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
出
会
い
の
機
会
を

創
出
の
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
今

回
、
女
性
を
対
象
に
入
会
登
録
料

（
県
内
１
万
１
０
０
０
円
ま
た
は

県
外
２
万
２
０
０
０
円
）
の
無
料

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

◇
期
間

１０
月
３１
日（
土
）ま
で

◇
対
象　

期
間
中
セ
ン
タ
ー
に
入

会
登
録
す
る
女
性

▼
で
あ
イ
バ
（
い
ば

ら
き
出
会
い
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

◇
申
込
・
問
合
せ
い
ば
ら
き
出

会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
０

２
９

－

２
２
４

－

８
８
８
８

　

常
陽
銀
行
委
託
の
社
会
保
険
労

務
士
が
、
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。
要
予
約
。

◇
会
場　

常
陽
銀
行
美
浦
支
店

◇
日
時　

９
月
２８
日（
月
）午
前
１０

時
〜
１１
時
３０
分
、
午
後
０
時
３０

分
〜
３
時

◇
問
合
せ
常
陽
銀
行
年
金
セ
ン

タ
ー
☎
０
２
９

－

３
０
０

－

２

８
４
４

▼
Ｗ
Ｅ
Ｂ
来
店
予
約

サ
ー
ビ
ス
（
常
陽

銀
行
）

１０
月
１
日
〜
７
日
の「
法
の
日
」

週
間
を
記
念
し
、
茨
城
県
弁
護
士

会
で
は
、
無
料
法
律
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
弁
護

士
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
無
料
。
事
前
予
約
制
。

◇
日
時

１０
月
１
日（
木
）午
後
１

時
３０
分
〜
４
時

◇
会
場　

土
浦
相
談
セ
ン
タ
ー

　
（
土
浦
市
中
央
１

－

１３

－

３
大

国
亀
城
公
園
ハ
イ
ツ
３
０
４
号

茨
城
県
弁
護
士
会
土
浦
支
部
）

◇
実
施
方
法　

面
談
相
談
（
１
名

３０
分
程
度
）

◇
定
員　

５
名
（
先
着
順
）

◇
予
約
開
始
日　

９
月
７
日（
月
）

１０
時
よ
り
（
平
日
午
前
１０
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
）

◇
予
約
方
法　

土
浦
相
談
セ
ン
タ

ー
（
☎
０
２
９

－

８
７
５

－

３

３
４
９
）
へ
電
話
予
約
。

◇
問
合
せ
茨
城
県
弁
護
士
会
事

務
局
☎
０
２
９

－

２
２
１

－

３

５
０
１

　

療
養
上
の
不
安
の
軽
減
を
目
的

に
、
難
病
を
専
門
と
す
る
医
師
等

に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時

１０
月
２８
日（
水
）午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分
（
受
付
午

後
１
時
〜
）

◇
会
場　

イ
ー
ア
ス
つ
く
ば
２
階

イ
ー
ア
ス
ホ
ー
ル
Ａ
Ｂ（
つ
く

ば
市
研
究
学
園
５

－

１９
）

◇
内
容

①
講
演
会
「
重
症
筋
無
力
症
に
つ

い
て
〜
Ｍ
Ｇ
と
共
に
暮
ら
す
た

め
に
〜
」
講
師
：
藤
巻
基
紀
医

師
（
筑
波
大
学
医
学
医
療
系
脳

神
経
内
科
）

②
患
者
・
家
族
交
流
会

◇
対
象　

重
症
筋
無
力
症
の
患
者

様
と
ご
家
族
、
ま
た
は
関
係
者

◇
申
込
期
限　

９
月
３０
日（
水
）

◇
申
込
・
問
合
せ　

茨
城
県
土
浦

保
健
所
健
康
増
進
課
☎
０
２
９

－

８
２
１

－

５
３
９
８

　

茨
城
県
で
は
、
豊
富
な
知
識
、

経
験
、
技
能
、
技
術
を
持
つ
概
ね

６０
歳
以
上
の
方
を
「
茨
城
シ
ニ
ア

マ
ス
タ
ー
」
と
し
て
登
録
し
、
地

域
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
、
学
校

や
福
祉
施
設
、
催
し
等
に
派
遣
し
、

ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
茨
城
シ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
」に
登

録
し
て
、
長
年
培
っ
た
知
識
や
技

術
等
を
地
域
の
た
め
に
活
用
し
ま

せ
ん
か
。

◇
問
合
せ

▼
登
録　

茨
城
県
社
会
福
祉
協
議

会　

茨
城
わ
く
わ
く
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９

－

２
４
３

－

８
９
８
９

▼
制
度　

茨
城
県
長
寿
福
祉
課　

長
寿
企
画
・
援
護
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
２
９

－

３
０
１

－

３
３
２
６

◀
茨
城
シ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
活
動
の

様
子

法
の
日
の
無
料
相
談
会

茨
城
シ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー

で
活
躍
し
ま
せ
ん
か

女
性
限
定
入
会
登
録
料

無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

難
病
医
療
講
演
会
・

交
流
会

里
親
制
度
お
話
会

常
陽
年
金
無
料
相
談
会

の■総務課・広報広聴係
　☎０２９－８８５－０３４０（内）２０５

いっぱい運動コンクール開催

刈りボランティア実施核平和パネル展開催

21 4広報みほ　令和８年９月号広報みほ　令和８年９月号広報みほ　令和８年９月号



　

高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら

し
続
け
る
た
め
に
必
要
な
介
護
保

険
の
制
度
や
介
護
予
防
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
講
座
で
す
。

受
講
無
料
。

①
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

◇
日
時

１０
月
３
日（
土
）午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分
（
受
付
午

後
１
時
１５
分
〜
）

◇
講
師　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
職
員

②
介
護（
誤
嚥
・
む
せ
）予
防
に
つ

い
て

◇
日
時

１０
月
１０
日（
土
）午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分
（
受
付
午

後
１
時
１５
分
〜
）

◇
講
師

㈲
ア
ニ
テ
ッ
ク　

種
村

デ
イ
サ
ー
ビ
ス　

種
村
朝
彦
氏

《
①
②
各
講
演
共
通
事
項
》

◇
会
場　

み
ほ
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ
２

階
研
修
室

◇
定
員

２０
名
（
村
内
在
住
、
在

勤
の
方
。
先
着
順
）

◇
主
催　

パ
ル
シ
ス
テ
ム
茨
城
・

栃
木　

福
祉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム

◇
申
込
・
問
合
せ　

美
浦
村
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
役
場
福

祉
介
護
課
内
）
☎
０
２
９

－

８

８
５

－

０
３
４
０

　

遺
言
、
相
続
、
農
地
転
用
、
届

出
、
各
種
許
認
可
等
、
暮
ら
し
や

仕
事
に
お
け
る
困
り
ご
と
や
役
所

等
の
諸
手
続
き
に
関
す
る
相
談
に
、

行
政
書
士
が
お
答
え
し
ま
す
。
無

料
。
事
前
予
約
不
要
。

◇
日
時　

１０
月
３
日（
土
）午
前
１０

時
〜
午
後
４
時

◇
会
場　

中
央
公
民
館
２
階
会
議

室
◇
問
合
せ　

茨
城
県
行
政
書
士
会

☎
０
２
９

－

３
０
５

－

３
７
３
１

〔
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〕

〇
片
岡
隆
治
様　

食
品

〔
善
意
銀
行
へ
〕

〇
美
浦
ガ
ー
デ
ン
倶
楽
部
様

　

１
万
円

「
高
齢
者
が
元
気
に
生

活
で
き
る
た
め
」講
座

講
演
会

「
高
齢
者
が
元
気
に
生
活

で
き
る
た
め
〜
早
め
に

知
っ
て
お
こ
う
〜
」

善
意

行
政
書
士
会
無
料
相
談

おかだいら縄文フェスタ2026おかだいら縄文フェスタ2026
～体験＆縄文の森コンサート～～体験＆縄文の森コンサート～～体験＆縄文の森コンサート～～体験＆縄文の森コンサート～

■問合せ　文化財センター（美浦村土浦２３５９）☎０２９－８８６－０２９１

❖会場 陸平貝塚公園（文化財センター、
里山交流館、陸平貝塚）

▶体験　縄文土器、土笛、縄文クッキー、
まが玉、花炭、火おこし、弓矢 等

▶陸平貝塚見学ツアー
①午前１１時～　②午後１時～

縄文体験
１０月１０日

午前１０時～午後３時
土

予約不要

第２６回
縄文の森コンサート

❖会場 文化財センター
▶出演　ベル・スオーノ

オカリナアンサンブル

１０月１１日
開演：午後１時３０分（開場：午後１時）

日

入場無料

爆心地全国こども平和サミット 平和の鐘 原爆ドーム
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放送内容が聞き取りにくかった場合、音
声で放送内容を確認できます。

防災行政無線の放送内容の
自動電話案内サービス

☎０２９－８８５－００１０☎０２９－８８５－００１０

災害等に関する緊急情報等をメールで受
け取ることができます。ホーム
ページか、右の二次元コードか
ら登録できます。

美浦村防災メール

公共機関等お問合せ一覧
美 浦 村 役 場
みほふれ愛プラザ
子育て支援センター
中 央 公 民 館
中央公民館図書室
文 化 財 セ ン タ ー
光 と 風 の 丘 公 園
保 健 セ ン タ ー
美浦水処理センター
大谷時計台児童館
木 原 城 山 児 童 館
大 谷 保 育 所
木 原 保 育 所
社 会 福 祉 協 議 会
デイサービスセンター
老人福祉センター
シルバー人材センター
消費生活センター
美 浦 村 商 工 会

☎０２９－８８５－０３４０
☎０２９－８８５－６５１１
同上プラザ内
☎０２９－８８５－４４５１
☎０２９－８８５－８４４２
☎０２９－８８６－０２９１
☎０２９－８８５－６７１１
☎０２９－８８５－１８８９
☎０２９－８８５－０７２０
☎０２９－８８５－０５９７
☎０２９－８８５－１０６４
☎０２９－８８５－１５４９
☎０２９－８８５－４４８８
☎０２９－８８５－００３８
☎０２９－８８５－８８８５
☎０２９－８８５－７０８０
☎０２９－８８６－０００７
☎０２９－８８５－７１４１
☎０２９－８８５－２２５０

各種相談

子どもの人権
１１０番 ※平日午前８時３０分～午後５時１５分☎０１２０－００７－１１０

いじめ・虐待等の子どもの人権相談（通話無料）

みんなの人権
１１０番 ☎０５７０－００３－１１０

さまざまな人権問題に関する相談
※平日午前８時３０分～午後５時１５分

消防団員募集中！消防団員募集中！消防団員募集中！消防団員募集中！

消防団は消火活動や、地震・風水害時の各
種活動等を行う大切な存在です。地域を守
るために、あなたの力をお貸しください。

◇問合せ　役場生活安全課

障がい者
相談

身体・知的障がい者やご家族の悩み事等何でもご相
談に応じます。

（予約不要）
日時　９月１４日（月）、１０月１９日（月）
　　　午後１時～３時
会場　みほふれ愛プラザ

行政相談 国の仕事のこと等で困ったときはご相談ください。

（予約不要）
日時　９月２５日（金）午前１０時～正午
会場　役場１階住民相談室

ＦＡＸ

教育相談

学校生活、子育て等で悩みがあるときはご相談ください。

▼来所相談・訪問相談
開所時間　月～金曜日※祝日を除く
　　　　　午前９時～午後４時
相談・予約　光と風の丘公園クラブハウス内
☎・　０２９－８８５－７７８８

美浦村教育相談
センター

申込・会場　老人福祉センター（木原１５０－２）
　　　　　☎０２９－８８５－７０８０
※平日午前８時３０分～午後５時１５分

心配ごと相談
（要予約）

日時　１０月５日（月）、１９日（月）
　　　午後１時～３時

日時　９月２日（水）、１０月２１日（水）
　　　午前９時３０分～※一人１時間程度
申込・会場　保健センター☎０２９－８８５－１８８９

個別健康
サポート相談
（要予約）

健康づくりについてお気軽にご相談ください。

インターネット
人権相談 https://www.jinken.go.jp/

様々な人権問題に関するインターネット人権相談

平日、住民課窓口に来られない方へ
◎住民課窓口時間延長および休日窓口

　▶窓口時間延長：第２・第４水曜日・午後５時１５分～７時
　　９月・１０月の実施日　９月９日・１８日、１０月１４日・２８日
　※９月２３日は祝日のため、１８日に窓口時間延長を行います。

　▶休日窓口：第２日曜日・午前８時３０分～午後０時３０分
　　９月・１０月の実施日　９月１３日、１０月１１日

　取扱業務　各種証明書の発行、印鑑登録、パスポートの交付、
戸籍届書の預り、マイナンバーカードの申請・交付・更新

　※転入・転出・転居等の住民登録業務は取扱いできません。
　※本籍が美浦村以外の方の戸籍の発行はできません。

◎住民票の写し・印鑑登録証明書の休日交付（電話予約）
　事前に平日・午前８時３０分～午後５時までに電話予約をい
ただくと、土・日・祝日に証明書を受け取ることができます。

　※ご予約は証明書を受け取りにくる方がお電話ください。

◎マイナンバーカードの休日交付申請サポート（電話予約）
　村内在住の方を対象に申請・交付・更新をサポートします。
　９月・１０月の実施日　９月１３日（日）、１０月１１日（日）
　午前８時３０分～午後０時３０分
◇問合せ　役場住民課

９月の納税

日時　１０月２６日（月）午後１時３０分～４時弁護士による
法律相談（要予約） ※１０月１日（木）午前８時３０分より申込受付

納期限は９月３０日（水）です。
（３期）
（３期）
（３期）

国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

～広島平和記念式典に参列～

核兵器なき世界の実現に向けて
語り継ごう　平和の尊さを

223 広報みほ　令和８年９月号広報みほ　令和８年９月号広報みほ　令和８年９月号



広島平和記念式典に参列　Ｐ２・３

《写真》
千羽鶴に込めたみんなの願い、平和な未来へ
（８／５　広島平和記念公園にて）

▶主催　美浦村ＵＭＡフェスタ実行委員会、美浦村
▶共催　ＪＲＡ美浦トレーニング・センター

詳細「美浦村ＵＭＡ
フェスタ2026」開催！

おいでよ！“競走馬の里”おいでよ！“競走馬の里”
～競走馬の里で知る、馬の世界、美浦村の魅力～

▶ポニーのお散歩体験
▶ポニーのふれあい体験
▶引退競走馬の展示
▶フリーダムホースショー
▶ポニーショー
▶ポニージャンプレース

▶騎手トークショー
▶勝利ジョッキー
インタビュー体験

▶競馬のお仕事体験館
▶ＪＲＡ美浦トレセン
施設見学バスツアー

▶馬運車展示

▶村物産展
・新鮮野菜市場
・地域おこし協力隊
ＰＲブース等

▶村内バスツアー
・鹿島海軍航空隊跡
・陸平貝塚
▶ゆるキャラレース

午前１０時～午後４時水・祝

■問合せ
美浦村ＵＭＡフェスタ実行委員会事務局
（美浦村役場経済課内）☎０２９－８８５－０３４０

●子ども縁日広場
●ＹｏｕｒＨＥＲＯ’ｓＤＥＲＢＹ
●画家・斎藤いつみ個展、
ワークショップ

●働くクルマ展示
●チャリティーオークション
馬グッズの販売や飲食ブース、
キッチンカーもあるよ！

光と風の丘公園 ／ みほふれ愛プラザ ／
ＪＲＡ美浦トレーニング・センター
（厚生会館体育館・分館、ターフプラザ）

会 場

※都合により内容が変更になる場合があります。※荒天の場合は中止となります。　

～競走馬の里で知る、馬の世界、美浦村の魅力～～競走馬の里で知る、馬の世界、美浦村の魅力～

午前１０時～午後４時水・祝
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